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Abstract

The focus of this study was on how people understand emotion expressed in a language that is not their native language and also whether there is

a difference in the way male and females understand vocally expressed emotion. This experiment investigated the emotionally-neutral word “ba-

nana” as uttered with five different emotions: anger, sad, surprised, suspicious, and happy. ２０American listeners,９Korean listeners, and２０

Japanese listeners were asked to listen over headphones to the words and indicate which emotion they heard. The results show that the percep-

tion of emotion differed according to the native language of the listener as well as to whether the listener was male or female.
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１．序論
私たちは普段、何気なく交わしている会話の中で、相手の「感

情」をなるべく正確に察知しようとしている。そのために必要

な情報は、言葉・その場の状況・経験などさまざまだが、何よ

りも「目は口ほどにものをいう」という諺にもあるように、相

手の表情が最大のヒントとなるのではないか。しかし、今日、

携帯電話が一人一台の時代となり、相手と顔を合わせることな

くコミュニケーションを取る機会が多くなった。そこで、「人

は音声だけで感情が認識できるのか？」という疑問が生まれて

くる。従来の研究から、「人は音声だけでも他人の感情を認識

することができるが、誤解することも少なからずある。」とい

うことがわかっている。最近では他の国の人々と交流すること

が多くなったためか、日本人とアメリカ人など、言語、文化の

違いによる認識力の差異を研究した例もある。Erickson and

Maekawa（２００１）によると、言葉の意味が判らない外国語でも、

ピッチ曲線が母国語のピッチ曲線と似ていれば、感情の認識が

正確になり、似ていなければ誤解が多くなるという。また、つ

ぎの事実が明らかになっている：日本人は語尾が長いものを賞

賛の感情、語尾が上がるものを疑いの感情、大きな声を怒りの

感情、低い声を落胆の感情、と認識するのに対し、外国人は語

尾が長いものを疑いの感情と認識し、声の大きさは関係せず、

語尾の上がり方よりも語尾の長さを重視すること（Ukawa

ら，２００２）；日本人も外国人も、共に高い音を驚きの感情また

は、喜びの感情と認識すること（e.g., 櫻庭ら、２００１）；悲しみ

の感情の音声の特徴は、低く（e.g., Scherer，１９８９）、静かで（e.

g., Eldred & Price,１９５８）、長い（e.g., 片江ら、２０００）ことなど

である。

上記の研究では外国人と日本人を比較しているが、男女の比

較はされていない。同じ母語を話す男女間でもこのような違い

が出てくるのだろうか？これが私たちの疑問である。同じ母語

を話す人でも、性別によって違いが出ることは、考えられる。

では、感情音声の認識に関する男性と女性の差異はどのような

ものか。また、同じ性別でも母語によって違いが出るのか。私

たちは、これらのことに大変興味を持ち、研究を行うことを決

めた。

２．方法
データレコーディング

感情を上手く表現できる岐阜市立女子短期大学の日本人女性

（２０歳）に、怒り・悲しみ・驚き・疑い・喜びの５つの感情を

込めて「バナナ」と発音してもらった。データの録音には Sony

MD M２―R９００と Sennheiser head Set Microphoneを使用した。

私たちが、「バナナ」という言葉を選んだ理由は、偶然開けた

冷蔵庫の中に凍ったバナナがあり、それを見て驚いた時の声が

とても自然であったこと、及び「バナナ」という言葉自体には、

何の感情も含まれていないこと、この２点である。何の感情も

含まれていないことは、リスナーに先入観を持たせないために

大切な事である。その音声を録音し、音声認識テストに使用し

た。

認識テスト

認識テストは、日本語を母語とする日本人リスナーと、日本

語を全く知らない英語を母語とするアメリカ人リスナー、日本

語を全く知らない韓国語を母語とする韓国人リスナーの合計４９
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名に対して行った。日本人リスナーは、１８～２５歳の男性１０名と、

岐阜市立女子短期大学に通う１９～２０歳の女性１０名、アメリカ人

リスナーはサウス・ダコタ州のブラックヒルズ州立大学に通う

２２～２９歳の男性１１名と、女性９名、韓国人リスナーは、ソウル

在住の２７～３６歳の男性３名、女性６名である。認識テストは静

粛な部屋の中でヘッドフォンから音声を流して行った。認識テ

ストには、macintosh ibook computerと psyscope softwareを使用

した。

リスナーへの指示

リスナーには次のような指示が出された。

同じ感情を込めた音声が２回ずつ流れます。図１にある表

情のイラストの中から、その音声に当てはまるものを直感

で選び、その表情の番号のパソコンキーを押してください。

左記の作業を１セットとします。はじめに、練習として３

セット行います。その後本番として２０セット行います。練

習が終わったら、returnキーを押して下ださい。本番が始

まります。

リスナーには、上記の説明書と、表情のイラストを書いた紙

が手渡された。説明書は、日本人には日本語、アメリカ人には

英語、韓国人には韓国語で書かれたもの、イラストは全て共通

のものを渡した。配られたイラストは図１のものである。それ

ぞれ表情の下には、日本語、英語、韓国語で感情が示してある。

３．結果
認識テストの結果

アメリカ人リスナー、韓国人リスナー、日本人リスナーの認

識テストの結果は、以下の図２～８と表１～１０の通りである。

図２、表１は、全リスナーの平均値である。

図２により３ヶ国全てのリスナーによる平均値は、悲しみの

感情が９１％と最も高い。悲しみの感情以外の怒り、驚き、疑い、

喜びの理解率は、８５％、８４％、８７％、８８％とほとんど僅差であ

る。そして多くの人が怒りの感情を驚きと間違え、驚きの感情

を喜びと間違えている。

図３と表２、３は、３カ国の男女別を調べた認識テストの平

均である。

ang sad sur sus hap

anger ８５％ １％ １３％ ０％ ２％

sad ３％ ９１％ １％ ５％ １％

surprised ３％ １％ ８４％ ２％ １２％

suspicion ３％ ８％ ０％ ８７％ ３％

happy １％ １％ ９％ ２％ ８８％

図２ 全リスナーの認識テストの平均値

表１ 全リスナーの認識テストの平均値

図１ 表情のイラスト 図３ 三カ国の男女別認識テストの結果
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図３は、３カ国の男女別の平均値を表したものであり、男女

とも悲しみの感情の理解度が最も高く、女子で９７％、男子で８５％

となっており女性の方が男性を１２％上回っている。図３から分

かるように男女の折れ線グラフはほとんど同じような形をして

いる。そして５つの感情の認識度はどの感情においても、女性

の方が高くなっている。

図４と表４は、国別による認識テストの結果である。

この結果から、３ヶ国中、アメリカ人が最もよく感情の違い

を理解しており、次いで韓国人、最後に日本人となった。５つ

の感情の中でアメリカ人は悲しみの感情、韓国人は怒りの感情、

そして日本人は喜びの感情を最もよく理解した。なかでも、韓

国人の怒りの理解度は１００％と極めて高い数値となっている。

そして理解度に差はあるものの、アメリカ人と日本人の感情の

理解度によるグラフの形は似ている。

図５～８と表５～１０は、国別と男女別による感情の理解度で

ある。

まずは、アメリカ人の男女別認識テストの結果である。図５

を見て分かるように、どの感情においても女性の方が男性を上

回っている。女性は５つの感情の理解率にあまり差はなく、そ

の数値も高い。その点男性は、比較的悲しみと喜びの感情はよ

く理解しているものの、他の３つの感情はあまり理解できてい

ない。疑いの感情に至っては、女性が９４％と高いのに対して、

男性は７３％で女性と２１％もの差がある。

図６と表７、８は韓国人の男女別の認識テストの結果である。

図６より韓国人男性、女性共に怒りの正解率が１００％と極め

て高いことが分かる。アメリカ人、日本人はどの感情において

も女性の方が感情の理解率が高いが、韓国人は疑いの感情にお

ang sad sur sus hap

anger ７７％ １％ １８％ ０％ ４％

sad ３％ ８５％ １％ ９％ １％

surprised ５％ １％ ７５％ ２％ １７％

suspicion ５％ １０％ ０％ ７９％ ５％

happy １％ １％ １４％ ３％ ８１％

ang sad sur sus hap

anger ９２％ ０％ ８％ ０％ ０％

sad ３％ ９７％ ０％ ０％ ０％

surprised ０％ ０％ ９２％ １％ ７％

suspicion ０％ ５％ ０％ ９４％ １％

happy １％ ０％ ５％ ０％ ９４％

ang sad sur sus hap

Am.English ９４％ ９９％ ９０％ ９０％ ９１％

Korean １００％ ９２％ ８１％ ８９％ ８３％

Japanese ７５％ ８８％ ８０％ ８６％ ８９％

ang sad sur sus hap

anger ７７％ ２％ １４％ ０％ ７％

sad ２％ ８９％ ２％ ７％ ０％

surprised ２％ ２％ ７５％ ２％ １８％

suspicion ３％ １２％ ０％ ７３％ １２％

happy ０％ ０％ ８％ ０％ ９２％

ang sad sur sus hap

anger ９７％ ０％ ３％ ０％ ０％

sad ６％ ９４％ ０％ ０％ ０％

surprised ０％ ０％ ９２％ ３％ ５％

suspicion ０％ ６％ ０％ ９４％ ０％

happy ０％ ０％ ８％ ０％ ９２％

表２ ３カ国の男性による認識テストの結果

表３ ３カ国の女性による認識テストの結果

図５ アメリカ人の男女別認識テストの結果

表５ アメリカ人の男性よる認識テストの結果

表６ アメリカ人の女性よる認識テストの結果

図４ 国別の認識テストの結果

表４ 国別の認識テストの結果
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いてだけ男性が女性をわずかだが上回っており、他の２カ国の

男性に比べ理解率が高い。しかし喜びの感情は他の男性に比べ

低くなっている。図６を見れば分かる通り、驚きまでのグラフ

は、理解率の差はあるものの男と性女性のグラフの形がよく似

ている。

そして最後に図７と表１０、１１は日本人の男女別の認識テスト

の結果である。

図７を見て分かる通り、日本人の男性と女性のグラフはほと

んど同じような形をしている。そしてアメリカの男女と同様に、

全ての感情の理解率が男性よりも女性の方が高くなっている。

女性は怒りの感情の理解率が他の国の女性に比べて低くなって

いるが、残る４つの感情はどの国の男女よりも極めて高い。特

に喜びと悲しみの感情においては、１００％と極めて高い理解率

である。（表９、表１０）男性の怒りの理解率はとても低く韓国

人男性と比べると約３分の２程しかない。

音声分析の結果

音声の分析には wavesurferのソフトを使用した。図８を見て

欲しい。最も音声が長いのは疑いで、短いのは怒りである。悲

しみや疑いは声の高さ（F０）が低く、喜びは最も声の高さ（F

０）が高い。また、疑いは語尾が上がるところに特徴がある。

驚きと喜びは上がって下がるピッチ曲線の形が似ている。怒り

も上がって下がるという形をしている。

４．議論とまとめ
図３のグラフの形から、母語、男女を問わず、ほとんどが同

じような間違いをしていることが分かる。怒りの感情は驚きの

感情と、喜びの感情は驚きの感情と混同されがちである。これ

では男女間の感情認識に特徴が無いように思えるが、悲しみの

感情を聞いたとき、女性は怒りの感情と、男性は疑いの感情と

混同しやすい。まずは、それぞれの間違いが何故起こったのか

を、図８を参考に考えていきたいと思う。

怒りの感情と驚きの感情が混同されたのは、音の長さと、F

ang sad sur sus hap

anger １００％ ０％ ０％ ０％ ０％

sad ０％ ８３％ ０％ １７％ ０％

surprised ８％ ０％ ７５％ ０％ １７％

suspicion ０％ ８％ ０％ ９２％ ０％

happy ０％ ０％ ２５％ ０％ ７５％

ang sad sur sus hap

anger １００％ ０％ ０％ ０％ ０％

sad ４％ ９６％ ０％ ０％ ０％

surprised ０％ ０％ ８３％ ０％ １７％

suspicion ０％ ８％ ０％ ８８％ ４％

happy ４％ ０％ ８％ ０％ ８８％

ang sad sur sus hap

anger ７０％ ０％ ２８％ ０％ ２％

sad ５％ ８３％ ０％ １０％ ２％

surprised ８％ ０％ ７５％ ２％ １５％

suspicion ７％ １０％ ０％ ８３％ ０％

happy ２％ ０％ １０％ ０％ ８８％

ang sad sur sus hap

anger ８３％ ０％ １７％ ０％ ０％

sad ０％ １００％ ０％ ０％ ０％

surprised ０％ ０％ ９８％ ０％ ２％

suspicion ０％ ２％ ０％ ９８％ ０％

happy ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

図６ 韓国人の男女別認識テストの結果 図７ 日本人の男女別認識テストの結果

表７ 韓国人男性の認識テストの結果 表９ 日本人男性の認識テストの結果

表８ 韓国人女性の認識テストの結果 表１０ 日本人女性の認識テストの結果
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０（高さ）の数値が相互にもっとも近いものであったためと考

えられる。次に、喜びの感情が驚きの感情と混同された理由と

して、ピッチ曲線が似ていること、また F０（低さ）の数値が

相互に最も近く、F０（高さ）の数値は、２番目に近いもであっ

たことが挙げられる。

では悲しみの感情を聞いた時、なぜ女性は怒りの感情と、男

性は疑いの感情と混同したのだろうか。女性は悲しみの感情を

聞いた時は怒りの感情と混同したが、怒りの感情を聞いたとき

に悲しみの感情と混同した人が全くいないことに注目して欲し

い。これは、おそらく認識テストを行う際に、５つのそれぞれ

の感情が一種類しか用意されていないことを知らなかったため

と思われる。彼女たちは怒りの感情に２つのイメージを持って

いたのではないか。幼い頃に両親や先生に叱られた時に聞いた、

高く大きな音声そして、大人になってから耳にする低く、静か

な怒りの感情のこもった音声だ。そのために、彼女たちは高く

大きな音声である、怒りの感情を聞いた時、そのまま怒りの感

情と認識し、もう１つの怒りの感情のイメージに当てはまる悲

しみの感情も、怒りの感情と認識してしまったのではないか。

なぜ男性には同じことが起こらなかったのか。それは、男性は

女性と比べて大声で怒りをぶつけることが多いからであろう。

男性が悲しみの感情を疑いの感情と混同したのは、ピッチ曲線

がよく似ていること、F０（低さ）が相互に最も近いことが原

因だと思われる。なぜ女性はこのような結果にならなかったの

か。それは、男女の脳のつくりが違うためだと思われる。男性

は空間認識力に、女性は文章読解力に優れていると言われてい

る。（e.g., Pease & Pease,２００１; www.tbs.co.jp/spaspa/０００８１０.html）

男性は、自分の耳から入る情報と「低い音声は疑いか悲しみを

表現する」という考えを基に答えを出し、似た音声である２つ

を混同したのに対し、想像力が豊かな女性は耳から入る情報よ

りも自分で想像した言葉の発せられた状況のイメージを優先し

て答えたためであろう。また、「脳のつくりの違い」は、なぜ

男性よりも女性の理解率が高いのかという疑問への大きなヒン

トにもなる。男性は「問題をどう解決するか」という問題解決

に取り組む姿勢が強いが、女性は「問題に対して、どのように

感じたか。」という感情を相手と分かち合う姿勢が強い傾向が

ある。つまり、女性は男性よりも普段から相手の感情を理解し

ようと努め、いわば、感情音声認識の訓練を絶えず行っている

のだ。そのため、どの国においても女性の方が感情音声の認識

力が上なのだ。

人は感情を理解するとき、６５％は相手の表情やしぐさから、

残りの３５％が音声から理解すると言われている。（www.tbs.co.jp

/spaspa/０００８１０.html）しかし、今回の結果から非常に多くのリ

スナーが音声だけで感情を理解し、さらにアメリカ人と韓国人

は母語でないにも関わらず高い理解率であることが分かった。

全体としては、言語に関わらず、男性よりも女性の方が感情を

より理解できることが分かった。国によって、リスナーの人数

が異なったことと、男女の割合が違ったため、データに偏りが

できたかもしれない。しかし、私たちは「脳のつくりの違い」

が男女の理解率の差に大きな影響を与えたのではないか、と考

えている。

例えば、次のようなことは考えられないだろうか。多くの日

本人は普段、自分の感情を表に出す事は少ない。特に怒りの感

情は、大きな声を出さず黙り込んだり、相手に意見を言わずそ

のまま我慢してしまう傾向がある。そのために、日本人は相手

の感情を本当に理解することに慣れていないのだろう。逆に、

アメリカ人と韓国人は自分の感情をよく表に出し、また自分の

意思を相手に伝えようとするので、日本人よりも感情を理解す

ることが得意なのではないだろうか。

今日、更なる国際化が進み国境を越えて文化や習慣、宗教そ

して言語による人と人との相互理解が求められる中で、今回の

実験のように同じ国籍であり同じ母語を話すにも関わらず、男

性と女性では感情音声の理解度が異なってくる。そして国別に

みても、男性は女性より感情音声の理解度が低いことが分かっ

た。それ故、一般的に男性は女性の気持ちが分からず怒らせる

ことが多いのではないか。逆に女性は、男性に気持ちが分かっ

てもらえていると思い、それを理解できない男性に腹を立てる

ことがしばしばあるのではないだろうか。更に異文化理解を進

めていくためには、言葉の壁だけでなく、男女の感情理解の違

いにも目を傾けなければならないと思う。そのためにも男女間

の感情認識の違いについての研究は欠かせないものとなるであ

ろう。これまでの研究は国籍や母語、性別の違いについて比較

がなされてきたが、今後は年齢や同じ国の中でも地域や育って

きた環境によって違いが出るのか、また、今回は女性の声で音

※Hzは振動数の単位、msは１０００分の１秒

図８ ピッチ曲線
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声の録音をしたが、もし男性の声で認識テストを行っていたら、

男性の理解率は上がったのだろうか、録音された言葉が「バナ

ナ」のような単語ではなく、普段話している文章であったら結

果は変わってきただろうか、これらの問題を研究したいと思う。
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